
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

三次市甲奴地区家庭教育支援チーム 

 

②活動拠点 甲奴健康づくりセンターゆげんき 

③活動範囲 甲奴町全域 

④組織体制 

 

 １２４人  

 読み聞かせボランティア（１０人），母子保健推進員（１２人），自治振興組織ボ

ランティア（１７人），市会議員（１人），公務員（５人），農業者（８人），学校教

員（２人），福祉施設職員（６人），集落支援員（１人），民生児童委員（２人），

郵便局長（１人），自治振興組織職員（２人），社会福祉協議会職員 （１人），

ピーナッツ栽培体験活動補助ボランティア（７人）， 

その他（４９人） 

⑤活動開始年度  令和２年度   

⑥問合せ先 

 

三次市教育委員会 文化と学びの課 森藤 雄亮 

（住所）〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目８番地１号 

（TEL）０８２４－６２－６１９１ （E-mail）bunka@city.miyoshi.hiroshima.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

■保護者等への学びの場の提供 

■保護者等への地域の居場所づくり 

■アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ■保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ■その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

■乳幼児 ■小学生（低学年） ■小学生（中学年） ■小学生（高学年） 

■中学生 □高校生以上     

の子どもを持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・小中学生を対象にピーナツを植え栽培、収穫、食品加工という体験活動を

通して食育や将来の経験に活かせる活動を行う。 

・地域の社会施設や小学校等でおはなし会を通して保護者と子どものスキ

ンシップや読み聞かせの大切さを伝える。 

・小学生や保護者を対象とした親子料理教室や子ども食堂を行い、食の大

切さや親子が共同で物づくりをする楽しさを体験する。また「親の力」をまな

びあう学習プログラムの講座をコラボすることにより保護者への学習講座を

行う。 

・子どもと保護者でお茶を飲みながらチーム員とも保護者が交流することに

より日頃の子育てについて気軽に話せる環境をつくり，今後の連携を図りや

すくする。 

・それぞれの活動と「親の力」をまなびあう学習プログラムの講座をコラボす

ることにより、保護者や子どもが自ら気づき学ぶ力を高める。 

④活動の成果 

（活動実績がある場

合） 

 

 

 

 

 

 

⑤活動財源 

 

■文部科学省補助事業（事業名：広島県学校・家庭・地域連携協力推進事業県費

補助金） 

□文部科学省委託事業（事業名：                         ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


